ことばときこえの教室だより
　令和　２年　５　月　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都市立伏見南浜小学校　校長 今西　隆浩
ことばときこえの教室　担当 岡本　真一

早くみんなに会いたいです
４月９日（金）からコロナウイルス感染拡大防止のために臨時休校となり，なんだかウイルスの恐怖とストレスが貯まる毎日で，生活のリズムがつかみにくく精神的にも落ち着かない時を過ごされたと思います。ことばときこえの教室に通う児童の皆さんの体調はどうでしょうか。児童の来ない教室で，再開に向けていろいろと対策を立ててみました。
1 　体温を測っていただいてからお越しください。発熱等風邪症状が見られた場合は，お休みください。（お互いに移し合わない）
2 　洗面所で手洗いとうがいをしてください。マスクを着用してください。
3 　教室は児童用の奥の扉だけ開放します。入ったところに消毒液を置いておきますので，アルコールのアレルギーがない方は消毒してから中の扉を開けてください。保護者の方も同じようになさってから指導している部屋に入ってください。
4 　指導者と児童の間にもう１つ机が入って机を離していることと間に透明シートがあります。
5 　なるだけ，椅子に座ったらふらふら立ち歩かないでください。
6 　途中でマスクを外す場合もありますが，間に空気清浄機の風を通します。
7 　他にも少しでも感染拡大防止のためにできることがないか模索中です。
　　
· 保護者の皆様へ＊
· 　ことばときこえの教室に通級してくる児童は，話したいのに思うように伝えられないこ
とや聴きとりにくいことで，話すことに悩んで，人との関わりを少なくしたり，消極的に
なったりするところが見られます。
　　　　指導者の私も，授業がないと発音があいまいになっています。言葉に詰まったり，話し
方が上手くいかなかったりすることがあります。
お家でも，いっぱい話を聞いたり，保護者のことばを伝えたりして，ことばのキャッチ
ボールをする時間をとってください。

　　　　　もちろん，否定的なことばを返すことのないようにお願いします。オウム返しに「〇〇～なの。そうなんや。」など，話が分かってもらったことの喜びを味わわせてください。
　「ピンチはチャンスだ。」とよく言います。こんな時こそ子どもたちと向き合える時間だと思います。一緒に音読したり，春見つけに行ったり，鍵盤ハーモニカ（ピアニカ）やリコーダーの練習をしたり，風船バレーをしたりして，できる楽しさや一緒にする喜びを味わってくれれば，いつかチャンスが活きると思います。
「ことばときこえの教室」に通う児童の皆さんに毎日できること
　・お渡ししていますプリントの「あえいうえおあお」と書いてあるアナウンスコール
　・ハキハキことばの発音練習
　・国語の教科書の音読：ゆっくりとしたリズムで，息をしっかり吸って（　，や　。で）
　　EQ \* jc2 \* "Font:UD デジタル 教科書体 N-B" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ま),間)をあけながら大きな声で読む。
　・つながりのない（意味のない・言葉にならない）５文字を言ってもらい，同じ文字を言う。
　・いつ，どこで，だれが，なにを，どのように，どうした。を聞き取る練習をしてもらう。など
＊EQ \* jc2 \* "Font:UD デジタル 教科書体 N-B" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(つうきゅう),通級)しているみなさんへ＊

「ことばときこえのEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(きょうしつ),教室)」でのやくそく
◎あいさつは　おおきなEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こえ),声)で，はっきりと！
EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きょうしつ),教室)にEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はい),入)るEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とき),時)は，「おはようございます。」「こんにちは。」と，EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じぶん),自分)からしっかりEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(い),言)いましょう。EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こえ),声)のEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちょうし),調子)で，そのEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひ),日)のEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きげん),機嫌)・EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(けんこう),健康)・EQ \* jc3 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\al(\s\up 11(　き　　も),気持ち)までわかってしまうこともあります。EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あか),明)るいEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こえ),声)で，EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(げんき),元気)いっぱいEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(い),言)うと，EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じぶん),自分)でEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じぶん),自分)をはげますEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちから),力)になることもあります。うれしいEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きも),気持)ちでEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がくしゅう),学習)にEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はい),入)れるといいですね。
　EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きょうしつ),教室)からEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(で),出)る時は，EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せんせい),先生)とEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(む),向)きEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あ),合)って「さようなら。」とEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(げんき),元気)にEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(い),言)ってください。
EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つぎ),次)（EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まえ),前)）のEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じかん),時間)のEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ともだち),友達)とも，EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(て),照)れないでおたがいにすすんであいさつが，かわせるとうれしいですね。

○おEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はなし),話)をEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),聞)くときや　EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はな),話)すときは，EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せんせい),先生)のEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(め),目)をEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),見)て！

よそEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),見)をしながら，うつむいたまま，EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほか),他)のことをしながらでは，しっかりEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),聞)けません。EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こころ),心)とEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(からだ),体)，EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(りょうほう),両方)ともEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(む),向)きEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あ),合)ってEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),聞)きましょう。EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はな),話)すときのEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(るうる),ルール)もEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おな),同)じです。
　 ○こんなEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とき),時)はEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とく),特)に，EQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せすじ),背筋)をピン！！　　正しいEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しせい),姿勢)に！！

　　①　しっかりEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),聞)いてほしいEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とき),時)　　
2 　いいEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こえ),声)でEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ただ),正)しくEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はつおん),発音)するEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とき),時)
3 　ていねいなEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じ),字)をEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),書)くEQ \* jc2 \* "Font:HGP教科書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とき),時)
＊校長先生・担任の先生方へ＊

通級への温かなご配慮，ご支援ありがとうございます。
今年度からことばときこえの教室に通う児童の個別の指導計画を作成していただくことになりました。担任の先生にお作りいただいて，校長先生からことばときこえの教室通級校の学校長までお送りください。ことばときこえの教室担当で加筆して在籍校校長先生にお送りします。どうぞよろしくお願いいたします。
先生方の励ましやクラスの友だちの応援が大きな力となります。「ことばときこえの教室」通級について，クラスの子どもたちに「朝，遅れてくるけど，遅刻じゃないよ。」「午後，先に帰るけど，ことばの勉強に行ってがんばっているんだよ。みんなも応援しようね。」と話していただいたり，「いってらっしゃい。」「お帰りなさい。」等の声かけや，時には「どんなおけいこしているの？」等，学習内容についても尋ねていただけたら嬉しいです。

高学年の児童は声かけが負担になるときもあるようですので，気持ちを汲んでいただく等，ご配慮をよろしくお願いします。

また，通級児が教室に戻ってきた時，特別教室に移動などで，教室が空っぽで，みんながいない時は，パニックになりそうなくらい不安になります。そんな時には，必ず，通級児に，「今，みんながどこにいるのか。」「今から何をどうすればよいのか。」わかるようにしておいてあげてください。周りの人たちのちょっとした心遣いが，大きな励みとやる気になります。どうか，よろしくお願いいたします。

「ことばときこえの教室」に通ってきている子どもたちも，様々な場面で失敗したり，つまずいたりしてきています。だからこそ，「自己肯定感」を育てていくことの大切さを感じています。
「よりよい自分になるために」「自分の夢を実現するために」は，「今　しておきたいこと。」「今　しなくてはいけないこと。」があると思いますが，「こんなことができるようになった。ここまでできた。」と自信を持たせる見方や評価を児童自身も家族も学校のクラスなど周りの人たちも考えて頂ければと思います。
